
縦 断 面 図

平 面 図

横 断 面 図

組 立 ０ 号 人 孔 （ 内 径 ７ ５ ｃ ｍ ） 標 準 構 造 図 　 　 　 　 　

断 面 図平 面 図

外 副 管 取 付 構 造 図縮 尺 １ ： ２ ０

断 面 図平 面 図

内 副 管 取 付 構 造 図縮 尺 １ ： ２ ０

Ｔ

Ｄ

90°曲管

プレーンエンド直管
固定バンド

(接着受口タイプ)

取付用アンカーボルト

内副管（貼付型）

取付用アンカーボルト

(接着受口タイプ)

可とう継手

本管

内副管（貼付型）

９０°曲管

プレーンエンド直管

固定バンド 落
　

　
　

　
差

落
　

　
　

　
差

取付短管

砕石基礎

Ｂ

Ｄ

詳細図

ＬＣ

Ｄ

砕石基礎

ＬＣ

砕石基礎

Ｂ

Ｄ

コンクリート

９０°曲管

プレーンエンド直管

接続カラー

副管用９０°支管

可とう継手

ＬＣＬＣ

Ｄ

マ
ン

ホ
ー

ル
深

インバート

砕石基礎

注）副管と本管の接合は　管中心接合とする。

副管使用例

副管寸法表

本管 副管径（Ｄ）

２００ｍｍ

２５０ｍｍ

３００ｍｍ

１５０ｍｍ

２００ｍｍ

２００ｍｍ

Ｄ Ｂ Ｔ

１５０

２００

４５０

５００

３５０

４００

１５０ｍｍ １００ｍｍ

１００ ４５０ ３５０

副管使用例

本管 副管径（Ｄ）

２００ｍｍ １５０ｍｍ

１５０ｍｍ １００ｍｍ

注）副管と本管の接合は　管中心接合とする。

２
０

０
１

３
０

砕石基礎

調整リング

斜　　　壁

直　　　壁

可とう継手

底　　　版

調整金具

※削孔径については

　可とう継手の仕様による

管取付け壁

無収縮モルタル

組立０号人孔

標準構造図

甲州市公共下水道工事設計図

工事番号

管線名

工事箇所

図名

測量

測量者

甲州市　　　　　　　　地内

図面番号

縮尺

枚数

製図者

／

１：２０

ふた及び受枠(スリップ防止型)
110 110

820

600

7575

110110

3
0
0

3
0
0

3
0
0

820

600

750

75

75
0

  
  
 3
0

75

30

600×100
   ( 50)
   (150)

   (300)
   (450)

750× 300
   ( 600)

   (1500)
   (1800)

750× 900
   ( 600)
   (1200)
   (1500)
   (1800)

T-25 T-14

2
0
0

960

960

960

960

縮尺　１：２０

×600750
600

   ( 900)
   (1200)



縦 断 面 図

平 面 図

横 断 面 図

組 立 １ 号 人 孔 （ 内 径 ９ ０ ｃ ｍ ） 標 準 構 造 図 　 　 　 　 　

断 面 図平 面 図

外 副 管 取 付 構 造 図

断 面 図平 面 図

内 副 管 取 付 構 造 図

参 考 図 ( 管 底 高 及 び 削 孔 高 の 位 置 )
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０

０
３

０
０

３
０

０

砕石基礎

調整リング

斜　　　壁

直　　　壁

　　　（４５０）

可とう継手

底　　　版

調整金具

砕石基礎

インバート

マ
ン

ホ
ー

ル
深

Ｄ

縮尺　１：２０

砕石基礎

Ｂ

Ｔ

注）副管と本管の接合は　管中心接合とする。

ＣＬ ＣＬ

可とう継手

副管用９０°支管

接続カラー

プレーンエンド直管

９０°曲管

コンクリート

砕石基礎

取付短管

落
　

　
　

　
差

副管使用例

副管寸法表

本管 副管径（Ｄ）

２００ｍｍ

２５０ｍｍ

３００ｍｍ

１５０ｍｍ

２００ｍｍ

２００ｍｍ

Ｄ Ｂ Ｔ

１５０

２００

４５０

５００

３５０

４００

Ｄ

Ｂ

Ｄ

縮尺１：２０

１５０ｍｍ １００ｍｍ

１００ ４５０ ３５０

※削孔径については

　可とう継手の仕様による

プレーンエンド直管

固定バンド

Ｄ

内副管（貼付型）

本管

可とう継手

固定バンド

取付用アンカーボルト

プレーンエンド直管

90°曲管

内副管（貼付型）

詳細図

取付用アンカーボルト

砕石基礎

注）副管と本管の接合は　管中心接合とする。

ＣＬ

落
　

　
　

　
差

副管使用例

本管 副管径（Ｄ）

２００ｍｍ １５０ｍｍ

縮尺１：２０

１５０ｍｍ １００ｍｍ

(接着受口タイプ)

９０°曲管

Ｄ

ＬＣ

(接着受口タイプ)

管底高

削孔高

削孔高

マ
ン

ホ
ー

ル
深

縦断勾配が急な場合
調整リングまたはモルタルで調整

ＣＬ

計画勾配

計画勾配

※(削孔高)＝(管底高)±(計画勾配)×０．４５０

砕石基礎

Ｔ－２５　Ｔ－１４

(埋設深＝５．００ｍまで)

埋
設

深
(
注

)

管取付け壁

無収縮モルタル

ふた及び受枠(スリップ防止型)
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0

75

30

110 110

2
0
0

1
3
0

600×100

600
900

   ( 50)
   (150)

   (300)

900× 300
   ( 600)
   ( 900)
   (1200)
   (1500)
   (1800)

900× 900
   ( 600)
   (1200)
   (1500)
   (1800)

×600

820

600 110 110

75 75

820

600

900

900

450 450

1100

1100

11001100

2
0
0

　  

(注)人孔部材については、埋設深(底版設置底高)＝５．０ｍまではⅠ種の部材を使用し
　　５．０ｍを超えて設置する部材(斜壁等上部はⅠ種)については、 深埋設用のⅡ種
　　部材を採用する

標準構造図

組立１号人孔
１：２０

工事番号

管線名

工事箇所

図名

測量

測量者

甲州市　　　　　　　　地内

図面番号

縮尺

枚数

製図者

／

甲州市公共下水道工事設計図



小 口 径 マ ン ホ ー ル 構 造 図 縮尺　1：10

標 準 平 面 図

標 準 断 面 図

ゴム輪受口片受直管

Ｖ型自在継手

ゴム輪受口片受直管

小口径マンホール

(スリップ防止型)

深
　

さ
　

：
　

Ｈ

土
　

　
被

　
　

り

ｈ

（塩ビ製　内径　３００㎜）

沈下防止板

砕石基礎(RC-40)

t=10cm・φ500

砕石基礎(RC-40)

t=10cm・φ500

自在接手

1
5
0

φ500

専用立管 φ300

内  蓋 φ300 保護鉄蓋 φ300用
甲州市市章入り

1
0
0

立
管

長
:
L
=
H
-
(
h
+
1
5
0
)

※　ただし、曲がり箇所については、インバートに　０゜、１５゜、３０゜、

　　４５゜、６０゜、７５゜、９０゜　の製品があるので、角度に応じた物を

　　使用する。

　　また、それでも角度調節が困難な場合は、専用の自在継手を

　　使い、角度調節を行なう。

　　急勾配部、落差部の部材及び組合せは、縦断条件に応じて別途

　　考慮する。 小 口 径 ﾏﾝﾎｰ ﾙ

構 造 図
１：１０

工事番号

管線名

工事箇所

図名

測量

測量者

甲州市　　　　　　　　地内

図面番号

縮尺

枚数

製図者

／

甲州市公共下水道工事設計図



たて込み簡易土

留工標準構造図

切りばり

パネル支保柱

掘
削
幅 切りばり

伸縮調整部

パネル支保柱

掘
削
幅

パネル上部

エッジ付パネル

掘削幅

掘
削
深

パネル上部

エッジ付パネル

掘削幅

掘
削
深

エッジ付パネル

１：３０

縮尺　１：３０た て 込 み 簡 易 土 留 工 標 準 構 造 図

５ ｍ 未 満 ５ ｍ 以 上

断面図

平面図平面図

断面図

甲州市公共下水道工事設計図

工事番号

管線名

工事箇所

図名

測量

測量者

甲州市　　　　　　　　地内

図面番号

縮尺

枚数

製図者

／

伸縮調整部

3000 30003000 3000 30003000



／

製図者

枚数

縮尺

図面番号

甲州市　　　　　　　　地内

測量者

測量

図名

工事箇所

管線名

工事番号

甲州市公共下水道工事設計図

掘 削 幅

軽 量 鋼 矢 板 建 込 工 標 準 構 造 図

矢 板 長 　 ２ ． ０ ０ ｍ矢 板 長 　 １ ． ５ ０ ｍ 矢 板 長 　 ２ ． ５ ０ ｍ

平 面 図 平 面 図 平 面 図

断 面 図 断 面 図 断 面 図

軽 量 鋼 矢 板 軽 量 鋼 矢 板 軽 量 鋼 矢 板

腹起こし

（軽量金属製 Ｗ＝70～80又は110～120mm）

切りばり

（水圧式又はネジ式パイプサポート）

腹起こし

（軽量金属製 Ｗ＝70～80又は110～120mm）

切りばり

（水圧式又はネジ式パイプサポート）

腹起こし

（軽量金属製 Ｗ＝70～80又は110～120mm）

切りばり

（水圧式又はネジ式パイプサポート）

軽量鋼矢板

縮尺　１：３０

　　
切りばり

腹起こし

掘
削

幅

（軽量金属製 Ｗ＝70～80又は110～120mm）

　　
切りばり

腹起こし

掘
削

幅

（軽量金属製 Ｗ＝70～80又は110～120mm）

（水圧式又はネジ式パイプサポート）
　　

切りばり

腹起こし

掘
削

幅

（軽量金属製 Ｗ＝70～80又は110～120mm）

（水圧式又はネジ式パイプサポート）

軽量鋼矢板 軽量鋼矢板

掘削幅掘削幅

図示
軽量鋼矢板建込

工標準構造図

（水圧式又はネジ式パイプサポート）

5
0
0

1
0
0
0

1500 750切りばり 2500

腹起こし 4000

1500 750切りばり 2500

腹起こし 4000

1500 750切りばり 2500

腹起こし 4000

5
0
0

5
0
0

1
5
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

2
0
0
0

2
5
0
0



下水道用硬質塩化ビニル製桝
桝口径φ200

公共汚水桝

　　インバートについても　流出管径１００ｍｍとすること

注）本管径１５０ｍｍの時は　取付管径１００ｍｍとし

取付管水平長

桝
深

ゴム輪受口直管(φ１５０)

下水道用硬質塩化ビニル管

縮尺１：２０

（９０゜支管）

取付管水平長

桝
深

取付管水平長

（９０゜支管）

縮尺１：２０

ゴム輪受口直管(φ１５０)
下水道用硬質塩化ビニル管

下水道用硬質塩化ビニル製桝
桝口径φ200

公共汚水桝

縮尺１：２０

桝
深

注）取付管については、ゴム輪受口製品を使用し
接着カラー継手は使用しない事

公共汚水桝

桝口径φ200
下水道用硬質塩化ビニル製桝

（コンパクト支管）

逆流防止のため通常、中心より45°以上取付不可

６０゜自在曲管(φ１５０)

ゴム輪受口直管(φ１５０)

下水道用硬質塩化ビニル管

９０°可とう支管(φ２００×φ１５０)

公共汚水桝
90ＷＹ150-200
5㎝段差

公共汚水桝
90ＷＹ150-200
5㎝段差

ゴム輪受口

ゴム輪受口
公共汚水桝
90ＷＹ150-200
5㎝段差

９０°可とう支管(φ２００×φ１５０)

６０゜自在曲管(φ１５０)

下水道用硬質塩化ビニル管

ゴム輪受口直管(φ１５０)

０゜自在曲管(φ１５０) ０゜自在曲管(φ１５０)

注）段差を作らぬよう必ず下向きになる様に
　　角度調整を行うこと

１０‰以上

コンパクト可とう支管(φ２００×φ１５０)

※本管の中心線より上方に取りつける

０゜自在曲管(φ１５０)

１０‰以上

本管

本管

本管

１０‰以上

下水道用硬質塩化ビニル製ます取付管構造図下水道用硬質塩化ビニル製ます取付管構造図

下水道用硬質塩化ビニル製ます取付管構造図

ゴム輪受口

　　角度調整を行うこと
注）段差を作らぬよう必ず下向きになる様に

接着カラー継手は使用しない事
注）取付管については、ゴム輪受口製品を使用し

※本管の中心線より上方に取りつける

　　インバートについても　流出管径１００ｍｍとすること

注）本管径１５０ｍｍの時は　取付管径１００ｍｍとし

ゴム輪受口

ゴム輪受口

ゴム輪受口

　　角度調整を行うこと
注）段差を作らぬよう必ず下向きになる様に

接着カラー継手は使用しない事
注）取付管については、ゴム輪受口製品を使用し

※本管の中心線より上方に取りつける

注）本管径１５０ｍｍの時は　取付管径１００ｍｍとし

　　インバートについても　流出管径１００ｍｍとすること

取
付

管
掘

削
深

（
Ｈ

）

管
外

径

Ｄ

１
：

０
．

１
０

１
：

０
．

１
０

１
：

０
．

１
０

取
付

管
掘

削
深

（
Ｈ

）

Ｄ

管
外

径

１
：

０
．

１
０

舗
装

厚
　

ｔ

取
付

管
掘

削
深

（
Ｈ

）

管
外

径

Ｄ

１
：

０
．

１
０

縮尺　１：２０

良質発生土 良質発生土

１
：

０
．

１
０

1
2
0

1
5
0

硬質塩化ビニール管
下水道用

埋戻し用砂(山砂)

アスファルト舗装(Asc13)

埋戻し用砂(山砂)

コンクリート舗装(18-8-40)

再生クラッシャラン(RC-40)

1
1
0

2
0
0

4
0

再生クラッシャラン(RC-40)

粒調砕石(M-30)

埋戻し用砂(山砂)

購入土埋戻し

発生路盤材又は

硬質塩化ビニール管
下水道用

硬質塩化ビニール管
下水道用

9
0
0

RC-40又はC-40

1
0
0

550 550

1
0
0

3
0
0

550

国県道

取付管土工図

市道・農道
土留め工等による山留を行うこと。

掘削法勾配は現場に合わせ適宜変更するものとし、必要な場合には

※置換材及び埋め戻し用砂(山砂)は、規定の品質を満たすものを使用する事。

ま
す

深
（

Ｈ
）

1
5
0

1
6
5

φ
20
0

φ
1
0
0

φ 100

φ100

1
6
5

φ 100 受口プラグ付

公共ますインバート　１５０－２００

φ
1
5
0

三方向合流5㎝段差桝

φ100 受口プラグ付

縮尺１：１０

立上り部

標準型用台座　φ２００用

硬質塩化ビニル製内ふた

φ２００下水道用硬質塩化ビニル管（ＶＵ）

粒調砕石

1
5
0

標準型鋳鉄製防護ふた　φ２００用

616

1
5
0

９０ＷＹ　差し口形
公共ますインバート　１５０－２００

注）本管径１５０ｍｍの時は　取付管径１００ｍｍとし

　　インバートについても　流出管径１００ｍｍとすること

φ100 受口プラグ付

MG 90WY 100×150-200

マスゴム輪受口

φ１５０自在曲管　ゴム輪受口

T25A T14A T8A

PB25A PB8A

90WY 差し口形

下水道用硬質塩化ビニル製ます構造図

平面図 断面図

注）必ず下向きになる角度のものを

　　使用すること

甲州市市章入り

図示
取付管土工図

桝構造図

月 日年
令

和

〇-〇処理分区〇〇路線

〇〇公共汚水桝設置工事(〇〇宅)

縮尺

枚数

工事番号

路線名

工事箇所

図名

測量

測量者

甲州市公共下水道工事設計図

図面番号

甲州市　〇〇　地内

甲州市役所

／



ドロップ桝

鋳鉄製防護鉄蓋

桝立上り管

ゴム輪受口　VU150用
75°自在曲管

桝
深

下水道用硬質塩化ビニル管

ゴム輪受口直管(φ１５０)

コンパクト可とう支管(φ２００×φ１５０)

※本管の中心線より上方に取りつける

　　インバートについても　流出管径１００ｍｍとすること

注）本管径１５０ｍｍの時は　取付管径１００ｍｍとし

取付管水平長

　　インバートについても　流出管径１００ｍｍとすること

注）本管径１５０ｍｍの時は　取付管径１００ｍｍとし

縮尺１：２０

接着カラー継手は使用しない事
注）取付管については、ゴム輪受口製品を使用し

ゴム輪受口直管(φ１５０)

下水道用硬質塩化ビニル管

桝
深

75°自在曲管
ゴム輪受口　VU150用

桝立上り管

鋳鉄製防護鉄蓋

ドロップ桝
ゴム輪受け口

縮尺１：２０

取付管水平長

ドロップ桝

鋳鉄製防護鉄蓋

桝立上り管

ゴム輪受口　VU150用
75°自在曲管

桝
深

下水道用硬質塩化ビニル管

ゴム輪受口直管(φ１５０)

縮尺１：２０

取付管水平長

（コンパクト支管）（ ま す 口 径 φ ２ ０ ０ ）

逆流防止のため通常、中心より45°以上取付不可（９０゜支管）（ ま す 口 径 φ ２ ０ ０ ）

（９０゜支管）（ ま す 口 径 φ ２ ０ ０ ）

15°自在曲管
ゴム輪受口　VU150用

ゴム輪受口　VU150用
15°自在曲管

注）段差を作らぬよう必ず下向きになる様に
　　角度調整を行うこと

ゴム輪受口　VU150用
15°自在曲管

９０°可とう支管(φ２００×φ１５０)

６０゜自在曲管(φ１５０)

６０゜自在曲管(φ１５０)

ゴム輪受口直管(φ１５０)

９０°可とう支管(φ２００×φ１５０)

本管

本管

本管

１０‰以上

１０‰以上

１０‰以上

下水道用硬質塩化ビニル管

下水道用硬質塩化ビニル製ます取付管構造図 下水道用硬質塩化ビニル製ます取付管構造図

下水道用硬質塩化ビニル製ます取付管構造図

ゴム輪受け口

接着カラー継手は使用しない事
注）取付管については、ゴム輪受口製品を使用し

※本管の中心線より上方に取りつける

注）段差を作らぬよう必ず下向きになる様に
　　角度調整を行うこと

ゴム輪受け口

注）取付管については、ゴム輪受口製品を使用し
接着カラー継手は使用しない事

注）段差を作らぬよう必ず下向きになる様に
　　角度調整を行うこと

注）本管径１５０ｍｍの時は　取付管径１００ｍｍとし

　　インバートについても　流出管径１００ｍｍとすること

※本管の中心線より上方に取りつける
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良質発生土 良質発生土
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硬質塩化ビニール管
下水道用

埋戻し用砂(山砂)

アスファルト舗装(Asc13)

埋戻し用砂(山砂)

コンクリート舗装(18-8-40)

再生クラッシャラン(RC-40)

1
1
0

2
0
0

4
0

再生クラッシャラン(RC-40)

埋戻し用砂(山砂)

購入土埋戻し

発生路盤材又は

硬質塩化ビニール管
下水道用

硬質塩化ビニール管
下水道用
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0
0
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RC-40又はC-40
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1
0
0

550
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国県道

取付管土工図

市道・農道
土留め工等による山留を行うこと。

掘削法勾配は現場に合わせ適宜変更するものとし、必要な場合には

※置換材及び埋め戻し用砂(山砂)は、規定の品質を満たすものを使用する事。

ま
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深
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標 準 型 用 台 座 　 φ ２ ０ ０ 用１
５

０

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 製 内 ふ た

φ ２ ０ ０ 下 水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 （ Ｖ Ｕ ）

立 上 り 部

φ１００ゴム輪受口

φ１００ゴム輪受口

φ１００ゴム輪受口

ド ロ ッ プ 型 イ ン バ ー ト 　 １ ５ ０ － ２ ０ ０

専用プラグ

Ｄ Ｒ ９ ０ Ｗ Ｙ 　 差 し 口 形

専 用 プ ラ グ

専用プラグ

φ１００ゴム輪受口
専用プラグ

φ２００ゴム輪受口

φ
１
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０

粒 調 砕 石

縮尺１：１０

ドロップ型インバート　１５０－２００
公共ますインバート

Ｄ Ｒ ９ ０ Ｗ Ｙ 　 差 し 口 形
ド ロ ッ プ 型 イ ン バ ー ト 　 １ ５ ０ － ２ ０ ０

1
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標 準 型 鋳 鉄 製 防 護 ふ た 　 φ ２ ０ ０ 用

75°自在曲管

15°自在曲管

PB25A PB8A

DR90WY 差し口形

φ
1
0
0

T25A T14A T8A

下水道用硬質塩化ビニル製ます構造図
（ドロップます） 断面図平面図

マスゴム輪受口

ゴム輪受口　VU150用

ゴム輪受口　VU150用

甲 州 市 市 章 入 り

　 　 イ ン バ ー ト に つ い て も 　 流 出 管 径 １ ０ ０ ｍ ｍ と す る こ と

注 ） 本 管 径 １ ５ ０ ｍ ｍ の 時 は 　 取 付 管 径 １ ０ ０ ｍ ｍ と し
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測量者

甲州市公共下水道工事設計図
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甲州市役所
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舗装版取壊し

埋め戻し用砂(山砂)
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舗装板復旧

掘削幅

発生土埋戻し

　
本復旧 仮復旧

表層工　再生密粒度アスコン又は密粒度アスコン

掘削幅

表層工　再生密粒度アスコン又は密粒度アスコン

市 道 部 土 工 標 準 図縮尺　１：１０

市 道 コ ン ク リ － ト 舗 装
市 道 部 土 工 標 準 図縮尺　１：１０

（ 素 掘 工 )

舗 装 復 旧 図縮尺　１：１０

表層工　再生密粒度アスコン又は密粒度アスコン

1
0
0

3
0
0

1
0
0

3
0
0

3
2
0

3
0

3
5
0

4
0

路盤工 RC-40又はC-40

上層路盤工 M-30

3
2
0

3
0

3
5
0

路盤工 RC-40又はC-40

路盤工 RC-40又はC-40

コンクリート舗装工　１８－８－４０
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1
0
0

1
0
0

2
0
0

3
5
0

1
1
0

2
0
0

　 管 周 り の 突 き 固 め を し っ か り 行 な う 事 。

※ 埋 め 戻 し 用 砂 (山 砂 )は 、 規 定 の 品 質 を 満 た す も の を 使 用 し 、

　 管 周 り の 突 き 固 め を し っ か り 行 な う 事 。

※ 埋 め 戻 し 用 砂 (山 砂 )は 、 規 定 の 品 質 を 満 た す も の を 使 用 し 、

※

埋戻しは、１層仕上り20cm毎

にタンパ転圧をしっかり行な

い、締固度90％以上を確保

する事

※

埋戻しは、１層仕上り20cm毎

にタンパ転圧をしっかり行な

い、締固度90％以上を確保

する事

良質発生土埋戻し

良質発生土埋戻し

１：１０
舗装復旧図

土工標準図
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測量者
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製図者
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甲州市公共下水道工事設計図




